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４　監査結果報告　　平成２４年３月３０日

監査の結果（指摘事項） 措置（具体的内容）・対応状況

【株式会社ディア四日市】
（１）小口現金について 【　措置済　】　　平成２４年６月２９日
日々の支払のために手許に現金を保管しているが、経理規程に小口現

金の定めがない。また、手許現金が支払実態を大きく超えていることか
ら、必要額を精査したうえで限度額を規定し、適切な事務処理を行うこ
と。【是正事項】

「小口現金及び釣り銭用現金取り扱い基準」を制定し、小口現金保有
額を１５万円以内と明文規定し、保有する現金を改めた。

（２）金券等の管理について 【　措置済　】　　平成２４年６月２９日
切手、葉書、収入印紙の取扱いについて、職員が少人数であることか

ら、払出の確認が簡略化されているので、複数の職員で払出の事実を確
認するシステムをつくるなど、紛失、事故等の防止を図ること。
【是正事項】

切手、葉書、収入印紙の払い出し時には、複数の職員で確認を行うと
ともに出納簿に記録を残すよう改めた。

（３）物品管理について 【　措置済　】　　平成２４年６月２９日
固定資産、貯蔵品、長期使用の消耗品などの棚卸、在庫確認を１人で

実施しているので、複数で実施したり、上司による抜き取り検査を実施
するなど、内部牽制を働かせるとともに、検査結果を記録として残すこ
と。【是正事項】

上司による抜き取り実査の徹底を図るとともに抜き取り実査記録も整
備するよう改めた。

（４）交際接待費について 【　措置済　】　　平成２４年６月２９日
病気見舞、香典、供花料の支出金額の根拠が不明確であるので、交際

費支出基準などを明文化すること。【是正事項】
「交際接待費支出に係る取り扱い基準」を策定し、支出根拠を明確化

した。
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（５）修繕計画の策定と修繕引当金の計上について 【　検討中　】　　平成２４年６月２９日
施設の延命化を図る上では計画的修繕は合理的であるので、平成２４

年度中に中長期の修繕計画を策定する。
　一方、修繕引当金については、経理規程と併せて検討していきたい。

【　検討中　】　　平成２５年１月１１日
経営改善計画の中で、平成２４～２６年度の具体的修繕及び設備投資

計画並びに長期的な修繕及び設備投資計画を策定した。
なお、修繕引当金の計上については公認会計士の意見も踏まえ検討す

る。

【商業勤労課】
　（２）出資金額について 【　検討中　】　　平成２４年６月２９日

　㈱ディア四日市への出資金額について、現状を精査し、適正な出資金
額に計上するよう改める。

【　検討中　】　　　平成２５年１月１１日
　平成２４年度の財産調書に計上する価格を、適正な出資金額に改め
る。

　当法人は、平成１８年度の減資の際に持株比率を不変としたため、決
算書類で本市の出資金額を3,109万円としている。一方、本市は、当法
人の資本金を持株比率（31.1％）によって按分した31,100千円を公有財
産として計上している。しかし、持株比率を小数点以下第何位まで計算
するかによって出資金額に差が生じることになるので、1株当たりの評
価額をいずれの金額とするか明確化し、適正な出資金額を計上するこ
と。【是正事項】

　当駐車場を開設して１５年が経過しており、施設・設備の維持管理に
ついては計画的に行う必要がある。中長期の修繕計画を策定したうえ
で、修繕引当金を適切に計上するとともに、経理規程を改正すること。
【是正事項】
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４　監査結果報告　　平成２４年３月３０日

監査の結果（意見） 措置（具体的内容）・対応状況

【株式会社ディア四日市】
（１）経営改善について 【　継続努力　】　　平成２５年１月１１日
中小企業高度化資金の一部償還猶予の期限が到来し、平成２４年度か

ら償還が開始されるが、現在の財務状況では大きな負担となる。大幅な
収入増が見込めないだけでなく、国道１号線地下駐車場の管理運営の民
間事業者への移行、旧ジャスコＡ館跡地の開発の遅れ、近隣駐車場の低
料金化など、事業環境は非常に厳しいものとなっている。さらなる経費
削減や駐車料金の見直しなど当駐車場の一層の利用促進に関する具体的
な実行計画を策定し、確実な経営改善に取り組むこと。また、街づくり
会社本来の事業を展開するとともに、駐車場以外にも積極的な収入財源
の確保に向けた経営の抜本的な改善を行うこと。【改善事項】

経費削減や売上拡大に向け、経営支援アドバイザー等より助言を受け
るなどして、確実な経営改善に取り組む。また、街づくり会社本来の事
業や、駐車場経営以外の収入確保に向けた、取り組みを検討していく。

【　継続努力　】　　平成２５年１月１１日
また、平成２２年度３月期現在２億円を超える累積損失についても、

具体的な年次計画を策定し、確実な解消を図ること。【要望事項】
平成２３年度３月期の累積損失は１９４百万円と確実に減少してい

る。具体的な年次計画を今年度中に作成し、確実な解消を図りたい。

（２）単年度黒字決算について 【　継続努力　】　　平成２５年１月１１日
当期における損益状況は、営業収益が157,206千円と前年度に比べ

2,120千円(1.4％)の増収となり、経常利益は29,815千円、当期純利益は
28,865千円と、単年度では黒字決算となっている。しかし、この背景に
は、借入金(中小企業高度化資金)が無利子であることや利益配当を行っ
ていないことがある。今後は、より積極的に経営改善を行い、自立経営
に向けた努力を行うこと。【要望事項】

当面は高度化資金の償還を最優先とし、資金的な余裕が生じたときに
は街づくり会社本来の業務である中心市街地活性化に向けた投資と併せ
て利益配当も実施するなど自立した経営に向けて努力していく。

平成２３年度　出資団体監査結果（意見）に基づく措置状況等の報告

３　監査実施期間　　平成２４年１月１２日

１　監査の種類　　　出資団体監査
２　監査対象　　　　株式会社ディア四日市
　　　　　　　　　　商工農水部商業勤労課（出資に関する事務の所管所属）
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（３）利用者の拡充について 【　継続努力　】　　平成２５年１月１１日
当駐車場の利用状況は、全体的には向上しているものの、時間貸利用

における平成２２年度実績は低下している。当駐車場を取り巻く近年の
駐車場環境の変化に対応し、時間貸利用の増加を図るためには、様々な
料金設定によるシミュレーションを行うとともに、商店街や利用企業と
の提携による利用者の誘引策としてポイント制の導入などを取り入れる
など、繰り返し選択される駐車場を目指すこと。【要望事項】

時間貸利用の増加を図ることはディア四日市の収益に大きく寄与する
ので、監査結果の意見を踏まえ今後も継続して努力していく。

（４）役員構成等の見直しについて 【　措置済　】　　平成２４年６月２９日
　推薦団体内での充て職により選任された役員(取締役、監査役)が、そ
の地位、役職を離れた以降も役員として活動することは、法人の経営方
針や事業計画、予算決算等の重要事項を審議・承認し、日常の経営活動
を統治・監視する機関である取締役会のガバナンス機能を著しく弱める
ことになりかねない。経営を執行する管理者はじめ社員の適切な活動に
より、事業が改善・改革が図られているか厳しく指導・監視できるよ
う、取締役会等の構成と役員の選任方法について改善を行うこと。
【改善事項】

充て職により選任された役員は、その職を離れた時点で速やかに辞表
を提出している。

【商業勤労課】
（１）当法人の経営に対する指導監督について 【　継続努力　】　　平成２５年１月１１日
当駐車場の利用者数については、来街者数に左右されることが明白で

ある。現在、本市が策定中の中心市街地活性化基本計画に具体的に位置
づけ、増収による経営の安定化を促すとともに、街づくり会社として発
足させた当法人の果たす役割について明確にし、駐車場管理以外の事業
について取り組めるよう、適時適切な指導監督を実施すること。
【改善事項】

現在検討中の中心市街地活性化基本計画において、来街者の増加につ
ながる施策を検討している。また、駐車場管理以外の事業については、
㈱ディア四日市と実現可能性に向けた協議を進める。

（２）国道１号線地下駐車場について 【　継続努力　】　　平成２５年１月１１日
現在、国道１号線部分については、財団法人駐車場整備推進機構から

委託を受け、中央通り部分と一体的に管理運営しているが、同機構は
近々解散が予定されており、今後の新たな団体からの受託に向け、受託
時の条件がより優位となるよう経営のあり方の抜本的改善への指導を行
うこと。【要望事項】

国道１号線の地下駐車場の管理運営業務のうち所要の業務を㈱ディア
四日市が受託してきた経緯と実態を踏まえ、新たに管理運営を担う事業
者が別途㈱ディア四日市と委託内容の協議を行うこととなっていること
から、引き続き、㈱ディア四日市と連携を図りながら、条件が不利とな
らないよう協議を進める。
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